
1．はじめに

建設業部会では，平成 19 年 7 月 20 日（金）に，神

奈川県川崎市内にて現在施工中の仕上がり内径幅

22.8 m ×高さ 18.1 m の大断面トンネルとなる首都高

川崎縦貫トンネル工事の現場見学会を開催した。

この工事の特徴は，国道 15 号（富士見出入口）よ

り国道 409 号に沿って浮島ジャンクションを経て高速

湾岸線，東京湾アクアラインとを結ぶ高速川崎縦貫線

（延長 7.9 km）の内，大師立坑及び殿町立坑区間（延

長 540 m）をMMST（マルチマイクロシールドトン

ネル）工法にて施工するものである（図― 1）。

また，施工条件は土被りが 4.8 m ～ 12.6 m と浅く，

官民境界との最小離隔が 330 mmと近接しており，慎

重な施工を要する工事である。

本工事は，単体シールドマシンによる掘削及び外殻

躯体の築造は既に完成しており，現在内部土砂の掘削

を行っている。

2．工法概要

首都高速道路公団に（現 首都高速道路㈱）て開発

されたこの工法は，最外周の外殻躯体を構築するため

に，縦型・横型の複数の小型矩形シールドマシンにて

掘削した後，単体トンネル間を接続する工法である。

こうしてできたMMST鋼殻内にコンクリートを充填

することにより，堅固な外殻躯体を土中に構築するこ

とができる。その後，内部の土砂を掘削し構造物を築

造する（図― 2）。

3．施工状況

（1）内部掘削

外殻躯体内部を油圧ショベルにて掘削し，残土をダ

ンプトラックにて立坑部まで運搬する。当工事の地質

は砂質土混じりの粘性土質であり，残土運搬に際し路
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図－ 1 施工位置図（出典：首都高速道路㈱高速川崎縦貫線パンフレット）

図－ 2 MMST 工法概要図（出典：首都高速道路㈱高速川崎縦貫線パンフ
レット）

写真― 1 内部掘削状況



盤が緩み易いことに配慮し，ゴムクローラ式ダンプト

ラックを採用している（写真― 1，2）。

（2）残土の坑外搬出

立坑底部まで運搬された掘削残土は，油圧ショベル

により転倒式ベッセルに積み込まれ地上仮置き場へ搬

出される（写真― 3）。

地上に仮置きされた残土は，ダンプトラックにより

搬出する。

（3）内部掘削完了

上記を上下半に分けて掘削することにより，予め

MMST 工法により構築された外殻躯体の内側壁が現

れる（写真― 4）。

4．現場見学会状況

今回の見学会では，大成・鹿島・戸田共同企業体の

工事事務所にて，水野所長による工事の概要説明を受

け，その後大師立坑並びに殿町立坑より順次坑内の施

工状況を視察した（写真― 5，6）。
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写真― 2 残土運搬状況

写真― 4 内部掘削完了

写真― 3 転倒式ベッセルによる掘削残土搬出状況

写真－ 5 現場概要説明状況

写真－ 6 現場視察状況



5．見学を終えて

低土被りである上，国道直下並びに住宅密集地であ

るという条件の中，このような大断面のトンネルを構

築するというスケールの大きさに驚かされたと同時

に，現場で働いておられる方々のご尽力に頭の下がる

思いでした。

また，今回の見学会では残念ながらMMST工法に

おける単体シールドの掘削状況を見ることはできませ

んでしたが，単体シールドの施工に当たり掘進線形の

管理に苦労されたこと等を聞くことができ，良い勉強

になりました。

現場の方も整理整頓をはじめとし，安全通路の確保

及び換気設備の設置に至るまで細かいところにまで配

慮された緊張感のある管理をされていました。

最後に大変お忙しい中，懇切丁寧な工事説明や現場

案内をして下さいました企業体所長の水野様並びに見

学会にご協力下さいました工事関係者各位に深く感謝

すると共に，工事の無事な完成をお祈り申し上げます。
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